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処や人々の協働関係に基づく様々な動きについて論じる。第３章では、1999 年９月 21 日に台湾で発生した集集大地
震において活躍した「慈済功徳会」を事例として取り上げ、その救援活動の特徴を抽出し、台湾の救援における自助、
共助、公助、特に協働（共助）で慈済の地域ボランティア活動がもたらす救援・防災の効果を考察する。第４章では、
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ていることを明らかにした。日本については、阪神・淡路大震災から 10 年間にわたって災害 NPO として救援活動に
携わってきた人々にインタビュー調査を実施し、日本における災害救援システムでは、共助が主となり、自助とは連
動するものの、公助との関係が希薄であることを示した。次に、台湾と日本の復旧・復興活動に着目して事例を検討
した。台湾については、台湾南投県埔里鎮桃米村の住民が、中間支援団体との協働を通して地域の復興をはかった事
例を考察し、自助・共助・公助が連動して復興を推進していることを明らかにした。日本については、新潟県中越地
震が発生してから、被災地で復旧、復興の過程に生じた問題や論争についてドキュメント分析を行い、コミュニティ
再生における自助・共助・公助が相乗的な作用を及ぼす可能性を示した。第３部では、自助・共助・公助の相互関係
について事例を総合的に議論し、災害過程に参与する集合体相互の関係が、自助・共助・公助として顕在化すること
述べ、実践的な指針を提示した。 
 本論文は、四つの地域の事例を豊かに描き出すと共に、それらを理論的観点から適切に整理したこと、さらに、こ
れらの事例及び理論的な整理について、災害現場の実践に通じる観点から総合的に論じたことが、高く評価できる。
これらは、災害過程に関する研究及びグループ・ダイナミックスの研究に新たな可能性をもたらすものである。 
 以上の理由より、本論文は、博士（人間科学）の学位の授与に十分に値するものであると判定された。 
